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自然農法の家庭菜園セミナー体験報告（第３：

土の力を生かす基本）

来訪者の皆様へ

東久留米市内及び野島農園にてジャガ

イモの収穫日を向かえました。今年は

気候に恵まれて、ジャガイモの育成は

大変良いです。今年で親子農業体験は

３年目です。体験農業に参加頂き、元

気で、明るく、健康で、心豊かな、そ

して好き嫌いのない、強い人になって

頂きたいと思います。

未来ある子供達に安心安全な野菜を食

べて頂くためにMOA自然農法家庭菜園

セミナーに参加した体験を報告致しま

す。

「土の力を生かす基本」

１．土の性質

２．堆肥の効果・作り方・使い方

３．土の力を生かす方法

左写真

平成24年7月20日 サツマイモの育成状

況。

子供達が苗を植え付けを行いました。

除草剤を使用しないので、雑草の成長

も早いです。又多くの微生物も生き残

り、土の力を向上すると思います。

１．土の性質

（１）土壌の生成

土とは全然形の違う岩石（母

岩）から始まります。岩石

は、長い間の雨、高温・低温

の繰り返し、風などによって

風化して礫、砂、粘土になっ

ていきます。

そして、この砂や粘土など

が、そのままの位置で、ある

いは風や水によって運ばれ堆

積したものは、土壌のもとに

なる材料で母材と呼ばれ、ま

だ粘土鉱物の状態です。

この母材に微生物やコケなど

が繁殖し、これらの生物遺体

を養分として、しだいに高等

な食物が育成できるようにな

ります。こうしてできた有機

物は、小動物や微生物群の働

きによって複雑な分解と合成

の過程を経て黒色無定形の中

間物に変えられ、腐植となり

ます。

そして、有機物が腐植となっ

て粘土鉱物に加わることで、

初めて土が作られていきま

す。土を畑などのように大き

な状態で考える時、土壌とい

う言葉で表現します。

粘土鉱物（母材）＋腐植（有

機物）→土壌

岩石（母岩）→砂（母材）→粘土

＋有機物

↓腐植の集積

腐植と粘土の複合体

有機物：生物遺体（コケ、土壌生物）、枯

草落葉

｜

分解・合成

↓

腐植：黒色無定形

堆肥より分解の進んだ中間物

（２）粘土鉱物と腐植の役割

粘土鉱物と腐植は、土壌にし

かない固有のもので、しかも

どのようなタイプの土壌にも

共通している物質です。

粘土鉱物と腐植は単純に、ま

た、複合体をつくることに

よって、土壌の性質の主要な

役割を果たしています。

土の働き：土の粒子の表面にもマイナスの

電気が発生している！

→プラスの電気を持つカリ、石灰、アンモ

ニア等を吸着し、保肥力が生まれる

【粘土鉱物】

粘土鉱物は土壌粒子です。こ

の土壌粒子には、マイナス

（−）の電気を持っていて、

プラス（＋）の電気をもって

いる養分（アンモニア、カ

リ、カルシウム、マグネシウ

ムなど）を引きつけてつかま

えておきます。そして、この

土壌粒子の形は、粗砂から微

砂、粘土となるに従って、小

さくなりますが、逆に全表面

積は、粗砂から微砂で100倍、

粗砂から粘土では、1,100倍も

大きくなります。このように

して、土壌粒子は、前表面積

が大きい程、マイナスの電気

的な性質が大きくなり、保肥

力も大きくなります。

粘土は砂土よりマイナスの電気が多い

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

【母材の種類】

粘土鉱物を形成する母材の種

類は、土壌の性質や生産力に

対して大きく影響し、保肥力

や養分含量が大きく異なって

きます。このため母材が何で

あるかは、土壌の生産力を把

握する上で、極めて大切で

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

・石英を多く含む砂岩

→風化しにくく、土の養分含

量は少ない

・黒雲母、角せん石、輝石、

かんらん石など有色鉱物の多

い土

→石灰、苦土、カリなどの塩

基を含量が多く養分が豊富

・母材の粒子があらい場合

→礫質や砂質になりやすい

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

・母材が細かい場合

→粘質土になりやすい

・玄武岩、蛇紋岩の風化した土

→塩基や微量要素含量が多い

・安山岩（酸性岩）からできた土

→塩基や微量要素含量が少ない

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【腐植】

腐植はマイナスの電気を持

ち、養分を保持すると共に、

団粒の生成、緩衝力の増大に

役だっています。また、毎

年、少しずつ分解して作物が

利用できる養分となっていま

す。

有機物の分解と腐植化は並行

してすすみ、土壌中における

腐植の集積量は、次のように

なります。

古い腐植＋新しい腐植

−分解・消耗した腐植

＝腐植（集積量）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

（３）土壌の物理性、科学

性、生物性

�物理性

土壌の物理性は、水はけ、水

持ち、通気性、硬度などと密

接な関係があり、作物の生育

にとって重要な条件です。

）土の構造

団粒構造と単粒構造に大別さ

れ、団粒構造が作物の育成に

適しています。団粒構造は団

粒内部の隙間が多く、作物の

根に必要な水はこの団粒内部

に蓄えられ、余分の水分は団

粒と団粒の隙間を通って下層

に下がっていきます。

）土壌の硬さと根の伸び

（右表画像参照）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

�科学性

土壌の硬さと根の伸び

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

山中式硬度計：根張りと土の水分：親指に

よる判断

・10mm以下：柔らかすぎて土の乾燥が心

配：親指が自由に入る

・10〜15mm：ちょうどよい：力を入れれ

ば親指がもとまで入る

・16〜21mm：やや硬いが根は伸びる：強

く力を入れれば親指が半分くらい入る

・22〜23：根の伸びが難しい：強く力を入

れても親指が入らない

・24以上：根が入らない、湿害が心配 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

）保肥力（土の胃袋の大き

さ）

土壌中の腐植と粘土は、マイ

ナス（−）の電気の手を持っ

ています。この手でプラス

（＋）の電気的性質を示すア

ンモニア、カリ、石灰、苦土

などをつかまえておき、作物

が必要なときに手から離し、

小出しに養分を供給していま

す。土壌がプラスの電気を持

つアンモニア等を吸着できる

保肥力は、土壌によって異な

り、土の胃袋の大きさに相当

します。

粘質土壌・腐植質土壌→保肥

力が大きい

砂質土壌→保肥力が小さい

火山灰土壌（黒ボク土）→土

壌分析の数値は高いが、実際

の保肥力は小さい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

（４）土壌断面、草から土の

状態を知る

）ｐＨ（体温）

ｐＨは酸性化アルカリ性かを

表す単位で、ｐＨ７が中性で

す。作物にはそれぞれ育成す

るのに適したｐＨの範囲があ

ります。高すぎると微量要素

欠乏が起こりやすく、低すぎ

るとマンガン過剰症などに

よって、生育が悪くなりま

す。また、適正範囲を超える

と土壌中の微生物の活性が悪

くなるので、正しいｐＨ管理

が必要です。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

）生物性

「土は生きている」と言われるよう

に、土は刻々と変化していますが、

その主導権をにぎっているのは、土

壌中の微生物です。微生物の活性

は、直接地力の高低に繋がります。

また、土壌小動物は枯れた植物を分

解し易く、それを微生物に与えた

り、土壌を耕して有機物と無機物を

かき混ぜたりしています。これら微

生物や小動物の繁殖によって、粘土

と腐植は複合体となり、土壌の団粒

化が進みます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

�土壌の断面を調べる

）菜園で、深さ６０cm程の

穴を掘りましょう。

）土の柔らかい層は作土で

す。

）土の硬さは、作土だけで

なく下層も調べてみるのが大

切です。

）下層まで土が軟らかい

と、根が深くまで入ります。

また、下層から水が湧いてく

るようだと湿害にあいやすい

ので注意が必要です。

）作物の育成が悪い時は、

育成の良い所と悪い所の穴を

掘り、土壌や作物の根張りの

違いを調べて原因を探り、改

善方法を考えます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

２．堆肥の効果、作り方、

使い方

�生えている草の種類から土

を知る

自然に生える草の種類は、ど

こでも同じではなく、土壌の

酸性の強さや、肥沃度によっ

て変わってきます。

酸性の強い土壌で茂る草は、

スギナ、ヨモギ、オオバコ、

クローバー、スミレ、スイバ

などがあり、逆に、酸性の弱

い土壌で茂る草は、ハコベ、

ナズナ、スズメノカタビラな

どがあります。また、ハコ

ベ、ナズナなどが繁茂してく

ると、土は肥沃であることが

分かります。逆に、イネ科の

草ばかり生えているようだと

土は痩せていると判断できま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

�作物や草の勢いから土を知る

同じような草が生えていても、草が

よく茂り元気がいいと、ある程度の

地力があると推測できます。逆に、

草が茂らず元気が無いようだと、地

力の低さが伺えます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

自然農法の原理は、土の力を

最大限に生かすことなので、

そのための技術は、自然農法

における基本となる重要な技

術です。土の力を生かす方法

の一つとして、堆肥の活用が

あります。堆肥の種類は数多

くありますが、ここでは、身

近にある落葉や枯草を材料と

した自然堆肥（窒素源を加え

ない堆肥）について学びま

す。堆肥中の有機物は、土の

中で分解され腐植となり、施

用年だけでなく土壌に蓄積さ

れていきます。施用された堆

肥が全て分解されるには、20

年もかかると言われていま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

（２）堆肥の作り方

（１）堆肥の効果

�堆肥の主な効果

・土を固めない。

・土をあたためる。

・土の保水性、浸水性をよく

する。

�その他の効果

・土壌生物相を多様化し、豊

富にする。

・土の緩衝能を高める。

枯草、落葉などは、切り返し

や水分調整などの管理が用意

で、野積みで良質の堆肥がで

きます。カブトムシやコガネ

ムシの幼虫、ミミズなどが分

解してくれ、良質の堆肥がで

きます。材料は、落葉広葉樹

の落葉がよく、松や杉などの

針葉樹や桜の葉は、堆肥化が

難しいので1割程度にとどめま

す。経験的にイチョウや楠の

葉は、作物に悪い影響を与え

るので堆肥材料に適していま

せん。

場所は水のたまらない土の上

が良いです。この種の堆肥

は、一般には養分が少ないよ

うに思われますが、バランス

のとれた豊富な養分を含んで

います。堆肥の性質として、

草質堆肥は分解が早く、落葉

堆肥は分解が遅く、腐植とし

ての効果が土壌中で長く続き

ます。

�袋式

プランター栽培や庭先で、小

規模に作物栽培をする時に適

しています。

）市販の腐葉土を購入しま

すが、まだ落葉の形がしっか

り残っている未熟堆肥ですの

で、堆肥作りを行います。ま

ず、腐葉土袋の底に排水口用

の穴を多く開け、袋の上部を

開いて立てて置き、雨にあて

ます。雨があたらない場所で

は、落葉が乾かないように

時々水をまきます。

）切り返しをしなくても、

約3〜6ヶ月で落葉堆肥になり

ます。（新しい落葉では、約

1〜2年かかります）

�浅穴式

庭や林、菜園の片手間や資材をかけ

ずに、ある程度まとまった堆肥をつ

くるのに適しています。場所は、特

に水はけの良い所を選びます。

）深さ約30ｃｍで、縦横数ｍの

四角いプール型の穴を掘ります。掘

りあげた土は、穴の周囲に盛り上げ

土手のようにします。

）中に落葉を入れ、落葉が乾かな

いように踏み込み、雨にあてます。

切り返しをしないでも、約1年ぐら

いで落葉堆肥になります。

�堆積式

本格的に、大量の堆肥をつく

るのに適しています。囲いの

枠は、なくてもできますが、

枠があると高く積みやすいで

す。

）枯草7割に落葉3割程度を

混ぜたもの、または草のみで

1〜2ｍの高さに積みます。

）約3ヶ月に1回程度切り返

しを行うと、約7〜8ヶ月位で

堆肥になります。切り返しを

しない場合は、1年程度かかり

ます。

�熟度の判定

枯草の堆肥は、土を固めない

ために半熟で使用するのが良

いです。しかし、木質（オガ

屑など）や油粕・オカラ・米

糖などまぜ合わせた堆肥は、

半熟では作物にん生涯が出る

ため、完熟になってから使用

します。

堆肥が完熟になると、悪臭が

なくなり、温度は約30〜40度

まで下がり、酸度は中性付近

に近づきます。また、幼植物

試験においても、コマツナな

どの作物に発芽、発根の生涯

がなく、更に本葉数枚程度ま

での育成が順調であれば、完

熟とみることができます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊（３）堆肥の使い方

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

堆肥を使う場合、土壌が栽培

作物に合った根系、肥沃度に

なるように施用することで安

定した栽培ができるようにな

ります。この考え方を極めて

いくと、連作によって栽培す

る作物を固定し、作物に合っ

た土づくりを行うようになり

ます。連作は、水はけの良い

所が適しています。

また、一般的に多収穫を目指

す栽培では、養分の中でも特

に窒素が過剰になりやすいの

です。これは、作物の味を低

下させるだけでなく、病害虫

発声の原因ともなります。自

然の生態にあった農業を実践

するためには、堆肥の施用少

なめにして、不足する時に補

うという考え方にしたいもの

です。

（１）圃場の全層施用

圃場全体の土づくりが目的で

あるが、堆肥の使用量が多く

なります。

（２）畝の全層施用

畝づくりしてから、畝全体に

堆肥を混入します。

（３）畝の表層施用

畝の表層に堆肥を散布、また

は浅くすき込みます。

（４）畝の肩、通路施用

作物の育成中期・後期にな

り、施用場所まで根が伸びて

から効果が出ます。

（５）株穴、株周り施用

定植後の初期育成をよくする

ために行います。

（６）畝の中・深層施用

ナス、ピーマンなどの深根の作物に

適しています。

（７）播き溝施用

浅い溝をほり、堆肥と土を混

ぜ合わし、そこにレタス、ツ

ルナシインゲン、ナッパ類の

種を播き初期育成を確保しま

す。

（８）熟度別の施用深さ

�（表層）

・発芽の障害を防ぐため、完

熟堆肥を土壌に混入します。

・土壌の乾燥を防ぐため、枯

草や半熟堆肥などを表層に被

覆します。粘質土壌、では、

土を固めない効果も大きいで

す。根群を発達させるために

は、表層に半熟堆肥、その上

に枯草などで被覆するのが効

果的です。

�（中層）

土が固まらないようにするた

め、半熟堆肥を中層に施用し

ます。

�（深層）

土を暖めるため、未熟堆肥を

深層に施用します。

（９）作物に合った根系、肥沃度

�作物に合った根系

・根の深い作物は、堆肥を深層に施

用します。

・根の浅い作物は、堆肥を表層、ま

たは作土に施用します。

�作物に合った肥沃度

・作物により、肥沃地を好むもの、

痩せ地を好むもの、普通のものがあ

ります。その作物に合った肥沃度に

なるよう堆肥を活用します。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊３．土の力を生かす方法

（１）被覆

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

作物を育てるために重要な表

土を守ると共に、更に土の力

を増していく方法が地表被覆

です。被覆の下の土は、水分

が保たれミミズなどの土壌作

物が活発に働き、団粒構造の

良い土に変わっていきます。

果樹、野菜、茶樹などの栽培

においてイナワラ、ムギワ

ラ、刈り草による被覆は古く

から行われてきました。被覆

には次のような効果がありま

す。

�雨や風による土壌の侵食を

防止します。

�土壌表面からの水分の蒸発

を抑えると共に、雨滴による

泥はねや、土壌表面の固結を

防ぎます。

�土壌生物が繁殖し、土壌生

態系の安定に役立ちます。

�夏期の地温上昇を抑制し、冬期の

土壌凍結や霜柱を抑えます。

�雑草の発生を抑えます。

�被覆物である草などが分解して土

壌に加わり、土壌の腐植が増やしま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

（２）混植・間作

混植・間作により、作物の葉

で土を日陰にします。土壌の

水分保持ができ、作物の根張

りがよくなると共に、土壌生

物が増え活動も活発になりま

す。土づくりでは草の働きが

大きく、草を味方にすること

が大切です。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

�ニンジンとエダマメ

ニンジンの条間を広くとって

播種し、１ヶ月くらい後にエ

ダマメを播きます。エダマメ

の根粒菌による窒素固定を利

用し、堆肥の施用をしないで

ニンジンを栽培します。

�コンニャクとトウモロコシ

コンニャクは、山陰でよく育

つと言われます。トウモロコ

シの日陰でコンニャクを栽培

すると、強い日差しを和らげ

ることができます。

�ピーマンとマリーゴールド

ピーマンを先に定植し、草丈

が30cmぐらい成長してからマ

リーゴールドを、ピーマンの

葉先ぐらいの位置に植えま

す。ピーマンとマリーゴール

ドの根が共存することによ

り、マリーゴールドが吸収し

たリン酸をピーマンがもらっ

て利用し、育成が促進されま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

�トマトとラッカセイ

トマトの下草としてラッカセイを栽

培します。ラッカセイは被覆の代わ

りになると共に、窒素固定によって

トマトに養分を供給してくれます。

�オクラとシソ

オクラの足元に青シソを栽培して日

陰を作り、土壌水分の保持に役立て

ます。また、青シソもオクラの日陰

でみずみずしい葉になります。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

（３）草生栽培、カバーク

ロップ

作物と、緑肥や草との共生を

はかります。土壌水分の保持

や、有機物の確保を行い、土

づくりを進めます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

�トウモロコシとヘアリー

ベッチ

秋にヘアリーベッチを播種

し、翌年の5月に刈ってその場

に被覆します。被覆をそのま

まにして、トウモロコシを播

種すると、草の発生を抑える

と共に、ヘアリーベッチが分

解してトウモロコシの育成を

促進します。

�ブロッコリー（キャベツ・

ハクサイ）とハコベ

ハコベを土壌被覆として活用

し、土壌水分を保持させるこ

とにより、ブロッコリーの根

張りがよくなります。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

�ナスの草生栽培

ナスの通路を広く取り、通路に草を

生やします。時々、ナスの株際の草

を刈り取って被覆に使用します。ナ

スの日当たりを良くしたり、土壌水

分の保持に役立つと共に、冬に草の

根が枯れて分解することにより、土

壌が膨軟になり土づくりが進みま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

まとめ

土は生きている。どんどん変

化する。

�団粒構造の土にしよう

�堆肥や植物の力を活かそう

�土に感謝と愛情をもって大

切にしよう

本内容は、当日の資料を元に作成していま

す。

MOA自然農法文化事業団は、だれ

もが明るく健康に暮らせる社会を実

現するために、自然農法の普及を中

心に様々な文化活動を行っていま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

最後に、今回のセミナーに参

加しての感想として、

自分は、農家の生まれです

が、子供の頃、両親及び地元

の篤農家の野菜の作り方を目

で見て育ちました。戦後の農

家は化学肥料を購入するお金

が無かったので、先祖代々の

伝承農法を取り入れて、野菜

作りに「自然の仕組み」を上

手に生かして、安心安全な野

菜を生産していたと思いま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

今回、MOA自然農法家庭菜園

セミナーを受講し、自然農法

について、科学的な根拠と実

証試験、及び自然界の摂理を

尊重し、人類の生みの親であ

る微生物と共存共栄（『自

分』とは『自』然の『分』身

である）し、取り組む理念の

説明を受けて、自然農法が有

意義で人にやさしく、環境に

貢献する、農業に未来がある

ことを思いました。

今後、この体験を生かし、自

分の農場に合わせていろいろ

と応用していくことが大切だ

と思いました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

今回の体験を多くの方に情報発信し

て、自然農法・有機農法に取り組

み、安心安全な生産に取り組んで頂

きたいと思います。

日本農業を立て直す上で、その鍵を

握っているのが、有機農業・自然農

法、地産地消の広がりだともいわれ

ています。

東久留米市内でも自然農法等が広が

れば良いと思っています。
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